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●人のうごき（５月１日現在）
9,587人（－10）
男4,790人（－2）　女4,797人（－8）
出生2人　死亡3人　転入25人　転出34人
3,609世帯（＋5）（　）内は前月比
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08

【特集】国保会計の台所事情
いつ　どこで　発生するかわからない地震に備え耐震改修費用等を助成
広島平和体験学習　参加者募集

●永谷宗円生家新茶まつり／ ５月８日（日）
　 「湯屋谷宗円さんの里づくり会」主催の体験イベント〈新茶まつり〉が行われ、

昨年を大幅に上回る約160名が参加。茶摘みやホットプレートによる手揉み
体験など、お茶づくしの１日となりました。

日本緑茶発祥の地
世界に誇る
日本遺産



介護医療課 ☎88－6610

の台所事情国 保 会 計
平成27年度医療費が過去最大に

　　累積赤字も約5,940万

特集

　
宇
治
田
原
町
の
国
保
に
は
、

今
年
の
４
月
末
現
在
で
、
１
，

３
６
５
世
帯
、
２
，
５
２
９
人

が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
医
療

の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
医
療

費
が
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
１
人
当
た
り
の

宇
治
田
原
町
が
医
療
機
関
等
に

支
払
っ
た
医
療
費
は
１
人
当
た

り
22
万
５
，
０
９
４
円
で
し
た

が
、平
成
27
年
度
で
は
32
万
１
，

８
８
９
円
と
な
る
見
込
で
す
。

み
な
さ
ん
が
「
い
ざ
と
い
う
と

き
」
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
安
定
し
た
国
保
財
政

運
営
を
行
う
た
め
に
は
、
加
入

者
一
人
ひ
と
り
の
医
療
費
節
減

に
向
け
た
協
力
が
不
可
欠
で

す
。

　
町
国
保
会
計
の
累
積
赤
字
額

は
、平
成
26
年
度
決
算
で
約
６
，

６
３
１
万
円
、
平
成
27
年
度
決

算
で
は
、
約
５
，
９
４
５
万
円

と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
赤

字
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
末
の

財
源
不
足
額
を
、
翌
年
度
の
歳

入
を
繰
り
上
げ
て
充
用
し
、
補

て
ん
し
て
い
る
た
め
、
赤
字
額

の
増
加
は
今
後
の
国
保
運
営
に

も
大
き
な
支
障
を
来
た
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
宇
治
田
原
町
国
保
の
保
険
給

付
費
（
国
保
か
ら
医
療
費
等
に

支
払
わ
れ
る
お
金
）
は
右
表
の

と
お
り
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
24
年

度
ま
で
減
少
し
ま
し
た
が
、
平

成
27
年
度
に
お
い
て
は
非
常
に

高
い
伸
び
を
示
し
、
前
年
度
か

ら
１
億
円
以
上
増
加
し
て
い
ま

す
。
医
療
費
増
加
の
原
因
は
、

高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進
歩
の

ほ
か
に
、
生
活
習
慣
病
の
増
加

や
重
複
・
頻
回
受
診
、
安
易
な

受
診
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

�

　
町
に
お
け
る
各
年
齢
層
の
国

保
医
療
費
（
入
院
外
）
の
う
ち
、

生
活
習
慣
病
（
腎
不
全
、
高
血

圧
症
疾
患
、
糖
尿
病
等
）
に
よ

る
も
の
が
上
位
を
占
め
て
い
ま

す
。

　
不
健
康
な
生
活
習
慣
を
続
け

て
い
る
と
内
臓
脂
肪
が
蓄
積

し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

の
原
因
と
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、

そ
の
状
態
を
放
置
し
て
お
く

と
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
（
心
筋

梗
塞
な
ど
）、
糖
尿
病
合
併
症

な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起

こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
な
る
主
な
原
因
は
、
不
適

切
な
食
生
活
や
運
動
不
足
で

す
。生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
疾
病
に
か
か
る
危
険

性
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
保
会
計
は
赤
字
の
状
態
が

続
い
て
い
ま
す

平
成
27
年
度
の
医
療
費
が
過

去
最
高
額
に

町
で
は
ど
ん
な
病
気
が
多
い

の
？

生
活
習
慣
病
を
予
防

国保会計決算額の推移
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広報うじたわら『町民の窓』
うじたわらの現在を届ける情報紙 　

広報うじたわら『町民の窓』
＝地域の元気・住民の躍動を伝えます＝
発行部数　3,300部
体裁　タブロイド版．右綴じ
　　　約11ページ（月により異なる）

　京都府立心身障害者福祉センター

附属リハビリテーション病院
　京都府立心身障害者福祉センター

附属リハビリテーション病院
　診療科　整形外科・リハビリテーション科
　　　　　神経内科・精 神 科・歯　科
　　　　　「高次脳機能障害専門外来」

診療受付時間　8：30～11：00

●関節リウマチ、骨粗鬆症、膝、股関節の変形な
どの痛みで、仕事や日常生活に支障をきたし
ておられる方は、ぜひ、ご来院ください。

●病気や事故で物覚えが悪くなり、集中力が続
かず直ぐに気が散るような症状は高次脳機能
障害が疑われます。

　いつでもご相談ください。

京都府城陽市中芦原　☎0774－54－1400

家計を助ける
医療費節約法

Ｃｈｅｃｋ！

保険税率の改正
４年ぶりに保険税率の引き上げ

　今年度は、国保税の税率を４年ぶりに改定し、保険
税率を引き上げました。（実質の値上げは７年ぶりで
す。）
　今回の改定は、医療費が伸び続けている一方で、医
療費の財源となる保険税が不足するために行うもので
す。国保は、病気やケガに備えて、加入者の皆さんが
保険料を出し合い、医療費に充てる助け合いの制度で
す。加入者の皆さんの健康を守るため、ご理解・ご協
力をお願いします。

保険税の減額
収入がない方も申告を

　世帯全員の所得を申告して、平成27年中の所得が
次の場合は、保険税の平等割と均等割が減額されます。

　国保税や高額療養費、70歳以上の自己負担額は、
前年の所得の申告等に基づき算定されています。障害・
遺族年金の受給者や預貯金等で生活されていた方、扶
養されていた方など、収入がない方も住民税の申告（収
入がないことの申告）を行ってください。
　保険税の減額措置の対象となる世帯でも、申告がな
い世帯は減額措置の対象となりませんのでご注意くだ
さい。

informatio
n 　

生
活
習
慣
病
は
、
特
に
自
覚

症
状
が
な
く
進
行
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
異
常
を
確
認
す
る
た

め
に
は
、
毎
年
の
健
康
診
査
の

受
診
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
特
定

健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の
原
因

と
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
予
防
に
重
点
を
置
い
た

検
査
で
す
。

　
町
国
保
で
は
40
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
７
月
か
ら
９
月
の
期

間
で
特
定
健
康
診
査
を
無
料
で

行
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に

は
６
月
下
旬
に
受
診
案
内
を
個

別
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
特
定
健
康
診
査
の
結

果
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が

現
れ
は
じ
め
た
方
に
は
、
生
活

習
慣
の
見
直
し
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
特
定
保
健
指
導
」
を
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
を
積
極
的
に
活

用
し
て
、
健
康
的
な
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

平
成
28
年
度
分

保
険
税
の
納
税
通
知
書

６
月
中
旬
に
発
送

　
同
じ
疾
病
で
次
々
と
お
医

者
さ
ん
を
変
え
て
受
診
す
る

と
、
そ
の
つ
ど
初
診
料
が
か

か
り
ま
す
。
信
頼
で
き
る
か

か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
時
間
外
受
診
は
診
察
料
に

割
増
料
金
（
時
間
外
加
算
・

深
夜
加
算
）
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。
急
病
で
な
い
限
り
時

間
外
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

₁
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

₂
時
間
外
診
療
を
避
け
る

₃ 

日
頃
か
ら
健
康
管
理
を

心
が
け
る

₄ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

活
用
す
る

日
頃
か
ら
の
早
寝
早
起
き
、
禁

煙
、
節
酒
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
、
適
度
な
運
動
な
ど
健
康

管
理
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
か
ぜ
な
ど
の
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
な
い
よ
う
外
出
先

か
ら
帰
っ
た
と
き
は
も
ち
ろ

ん
、
家
庭
内
に
か
ぜ
の
症
状
の

人
が
い
る
と
き
は
、
手
洗
い
と

う
が
い
を
こ
ま
め
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
作

ら
れ
る
後
発
の
医
薬
品
の
こ
と

で
、
新
薬
と
同
等
の
効
能
・
安

全
性
を
持
ち
な
が
ら
そ
の
価
格

が
新
薬
よ
り
も
大

幅
に
安
く
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
処
方
を
希

望
す
れ
ば
、
医
療

費
が
抑
制
で
き
る

だ
け
で
な
く
、
み

な
さ
ん
が
窓
口
で
支
払
う
一

部
負
担
金
も
安
く
な
り
ま

す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

希
望
す
る
場
合
は
、
薬
局
の

薬
剤
師
に
変
更
で
き
る
薬
の

特
徴
や
価
格
、
変
更
し
た
場

合
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
す
べ
て
の
医
薬
品

に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が

存
在
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
町
国
保
に
ご
加
入
の
世
帯

に
は
、
６
月
中
旬
の
納
税
通

知
書
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
希
望
シ
ー
ル
を
同
封
し
ま

す
の
で
、
受
診
の
際
に
は
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「ジェネリック医療品を希望
します」のシールをはがして
保険証やお薬手帳に貼ってお
使いください。

　
平
成
28
年
度
分
の
保
険
税
の

納
税
通
知
書
は
、
６
月
中
旬
に

郵
送
に
て
世
帯
主
（
納
税
義
務

者
）
の
方
宛
に
送
付
し
ま
す
。

国
保
は
世
帯
単
位
で
の
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
世
帯

主
の
方
が
国
保
加
入
者
で
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
保
険
税
の

納
付
義
務
が
生
じ
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
保
険
税
は
１
年
分（
12
か
月
）

分
を
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
10
回
に
分
け
て
お
支
払
い
い

た
だ
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
４
、
５
月
以
外
の
月
は
毎

月
納
期
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期

限
内
の
納
付
に
つ
い
て
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
天
引
き
に
よ
り

保
険
税
を
納
付
し
て
い
た
だ
く

世
帯
に
つ
い
て
、
４
・
６
・
８

月
の
納
付
額
は
平
成
27
年
度
の

税
額
で
仮
徴
収
を
行
い
、
10
・

12
・
翌
年
２
月
の
納
付
額
で
平

成
28
年
度
の
税
率
に
合
わ
せ
て

再
調
整
し
ま
す
。

　
保
険
税
の
納
付
に
は
、
納
め

忘
れ
が
な
い
口
座
振
替
や
24
時

間
い
つ
で
も
納
付
で
き
る
コ
ン

ビ
ニ
納
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
国
保
に
加
入
す
る
と
き
や
国

保
を
や
め
る
と
き
に
は
届
出
が

必
要
で
す
。
世
帯
内
に
異
動
が

あ
っ
た
と
き
は
14
日
以
内
に
役

場
介
護
医
療
課
で
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
新
た
に
国
保
に
加
入
さ
れ
る

場
合
、
届
出
日
か
ら
14
日
前
の

受
診
分
ま
で
は
保
険
給
付
の
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前

の
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
手
続
き
の
際
に
は
、
必
要

書
類
に
加
え
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

保
険
税
の
納
付
に
便
利

口
座
振
替
・
コ
ン
ビ
ニ
納
付

減　　額　　基　　準 減　額　割　合

総所得金額が

7割33万円

以下の世帯

総所得金額が

5割33万円 +（26万5千円×被保険者数）

以下の世帯

総所得金額が

2割33万円 +（48万円×被保険者数）

以下の世帯

◆宇治田原町国民健康保険税率の改定内容
区　分 平成27年度 平成28年度

医療分

（0～74歳）

所 得 割 6.15% 6.75%
資 産 割 12.00% 12.00%
均 等 割 25,800円 29,400円
平 等 割 24,800円 26,400円
賦課限度額 520,000円 540,000円

後期高齢者

支援金分

（0～74歳）

所 得 割 1.55% 1.55%
資 産 割 4.00% 4.00%
均 等 割 6,800円 6,800円
平 等 割 6,200円 6,200円
賦課限度額 170,000円 190,000円

介護分

（40～64歳）

所 得 割 1.40% 1.40%
資 産 割 7.00% 7.00%
均 等 割 8,400円 8,400円
平 等 割 5,600円 5,600円
賦課限度額 160,000円 160,000円

賦課限度額合計 850,000円 890,000円

　所得割とは…世帯の加入者全員の所得に応じた税額
　資産割とは…世帯の加入者全員の固定資産税に応じた税額
　均等割とは…加入者1人当たりの税額 
　平等割とは…1世帯当たりの税額

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88−2034



　去る３月24日、長楽会（＝山川孝
子理事長）、宇治田原むく福祉会（＝
藤堂昌見理事長）と町が「災害発生時
における福祉避難所の設置運営に関す
る協定書」を結びました。
　この協定により、サンビレッジ宇治
田原とグループホーム「くるみの家」
を福祉避難所として利用できるように
なり、町内の福祉避難所はやすらぎ荘、
保健センターとあわせて４カ所となり
ます。
　西谷町長は「２つの施設をお借りで
きることで、町内の福祉避難所を充実
できることは、住民の皆さんの安心安
全を確保するうえで大変意義のあるこ
と」と感謝の言葉を述べました。

総務課（☎88-6631）

“がんばろう熊本”
義援金にご協力お願いします
　いつわが身にふりかかるかわからな
い災害。助け合いの心で支援をお願い
します。
募金箱設置　役場、総合文化センター、
　　　　　　やすらぎ荘
募集期限　６月20日（月）

　総務課（☎88-6631）
　　社会福祉協議会（☎88-3294）

万が一に備え
福祉避難所２施設を追加

　
４
月
14
日
か
ら
発
生
し
た

一
連
の
熊
本
地
震
で
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
の
多
く
は
、
家

屋
の
倒
壊
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
も
、
今
後
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
に

備
え
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
命

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
幅

広
い
安
全
対
策
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
、「
宇
治
田

原
町
建
築
物
耐
震
改
修
促
進

計
画
」（
町
Ｈ
Ｐ
で
公
開
）

を
改
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
町
で

は
、
木
造
住
宅
に
つ
い
て
次

の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

木
造
住
宅
を
所
有
ま
た
は
居

住
し
て
い
る
方
（
賃
借
人
は

所
有
者
の
承
諾
必
要
）

①
「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家

の
耐
震
診
断
」
の
結
果
、
評

点
が
９
点
以
下

い
つ
　ど
こ
で
　発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震

〜
命
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
〜

※�

ま
ず
ご
自
身
で
日
本
建
築
防

災
協
会
発
行
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

　�

「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の

耐
震
診
断
」
で
簡
易
耐
震
診

断
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が

住
宅
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
木

造
住
宅

※�

特
殊
な
工
法
、
型
式
適
合
認

定
に
よ
る
プ
レ
ハ
ブ
工
法
等

の
住
宅
は
対
象
外

助
成
額

●
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
し
、
現
に
完
成
し
て
い
る

木
造
住
宅
＝
診
断
費
用
５
万
３

千
円
の
う
ち
５
万
円
を
助
成

（
自
己
負
担
３
千
円
）

●
右
記
以
外
の
木
造
住
宅
＝
診

断
費
用
５
万
３
千
円
の
う
ち
１

万
２
千
５
百
円
を
助
成
（
自
己

負
担
４
万
５
百
円
）

内
容
　
▼
現
地
調
査
・
診
断
▼

診
断
結
果
の
説
明
▼
耐
震
改
修

に
関
す
る
提
案
や
助
言
▼
概
算

工
事
費
の
提
示
▼
耐
震
改
修
補

助
制
度
や
耐
震
改
修
促
進
税
制

の
説
明

提
出
書
類

　
申
請
書
に
、
▼
「
誰
で
も
で

き
る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」
の

診
断
結
果
▼
対
象
物
の
床
面

積
・
構
造
▼
用
途
等
の
確
認
で

き
る
書
類
（
例
⋮
住
宅
の
登
記

簿
謄
本
や
建
築
確
認
通
知
書
）

を
添
付
し
提
出

　
耐
震
改
修
費
用
の
助
成
に
つ

い
て
は
、現
在
３
つ
の
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
り
ま
す
。

※�

対
象
及
び
、
提
出
書
類
等
に

つ
い
て
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

①
耐
震
改
修
（
町
が
実
施
す
る

木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
受
け
て

い
る
こ
と
が
必
須
）

助
成
額

●
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
住
宅
＝
耐
震
改
修

に
要
し
た
費
用
の
４
分
の
３

（
上
限
90
万
円
）

●
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に

着
工
さ
れ
た
住
宅
＝
耐
震
改
修

に
要
し
た
費
用
の
12
分
の
１

（
上
限
10
万
円
）

②
簡
易
耐
震
改
修

助
成
額

簡
易
耐
震
改
修
に
要
し
た
費

用
の
４
分
の
３
（
上
限
30
万

円
）

③
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

助
成
額

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
に
要

し
た
費
用
の
４
分
の
３
（
上

限
30
万
円
）

※

�
�

65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
が

居
住
し
て
い
る
場
合
は
、

助
成
を
追
加
し
ま
す
。

②
、
③
を
行
わ
れ
る
際
は
、

耐
震
診
断
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

申
込
期
日

平
成
29
年
２
月
17
日
（
金
）

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲

６
６
３
９
）

自分たちのまちを守る
チカラになろうと今年
４月、多数の新入団員
をむかえることができ
ました。この中から今
月は７人を紹介しま
す。 （敬称略）

がんばってます！消防団 Fire Busters 総務課 ☎88－6631

第１分団第１部（南）
小西　明日登

第１分団第２部（立川）
山中　椋太

第１分団第２部（立川）
寺内　将貴

第１分団第２部（立川）
清水　一郎

第１分団第３部（湯屋谷）
木谷　啓嗣

第１分団第４部（奥山田）
髙木　槙理

第１分団第２部（立川）
亀井　万委

こちら消防分署 宇治田原分署　☎88－5500

『危険物　決めろ無事故の　ストライク』
（平成28年度危険物安全週間推進標語）

６月５日㊐～11日㊏は危険物安全週間

　火災発生の危険性が高かったり、燃えだすと消火が困難な
危険物。消防法で定められており、暮らしに身近なものでは、
ガソリンや灯油、油性塗料などがあります。これらは、事業
所や家庭で幅広く利用され、生活に深く浸透しています。
　危険物であることを再認識し、事故を未然に防ぎましょう。

『危険物』とは？
消防法で定められているもので、一般的に次のようなもの。
1、火災発生の危険性が大きいもの
2、火災拡大の危険性が大きいもの
3、消火の困難性が高いもの

耐
震
診
断
士
の
派
遣
費
用

耐
震
改
修
費
用

あなたの街のパナソニックのリファイン
ショップ、リファイン京田辺は、リフォー
ム・増築・改築・改装・新築を通して、生
涯〝げんき〞をサポートする健康長寿の住
まいをつくる専門店です。耐震改修工事も
お任せください。◆アルス耐震改修専門店

京田辺
京田辺市三山木西荒木６
通話料無料　0120-806-200

リファイン京田辺 検索

リファイン

自由設計リフォーム

共
通
事
項

耐震シェルターの例

寄
附
金
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

②
確
定
申
告
せ
ず
に
寄
附
金
控

除
が
受
け
ら
れ
る
「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
に
よ
り
、

寄
附
先
の
自
治
体
が
５
つ
以
下

の
場
合
、
確
定
申
告
を
行
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」
の
適
用

期
限
延
長

　
消
費
税
引
き
上
げ
時
期
の
延

期
に
伴
い
、
個
人
住
民
税
に
お

け
る
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」
に

つ
い
て
、
適
用
対
象
と
な
る
居

住
年
月
日
（
住
宅
耐
震
改
修
に

伴
う
控
除
に
つ
い
て
は
、
当
該

改
修
工
事
の
終
了
日
）
の
期
間

が
つ
ぎ
の
と
お
り
延
長
さ
れ
ま

す
。

【
適
用
対
象
居
住
年
月
日
】

平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成
31

年
６
月
30
日

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制

度
の
見
直
し

　
公
的
年
金
か
ら
の
住
民
税
の

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
に
つ
い

て
、
年
金
支
払
金
額
や
所
得
控

除
の
適
用
状
況
の
変
化
に
伴

い
、
年
税
額
が
前
年
度
の
額
よ

り
も
大
き
く
変
動
し
た
場
合
に

は
、
本
徴
収
額
（
10
月
・
12
月
・

翌
年
２
月
）
と
仮
徴
収
額
（
４

月
・
６
月
・
８
月
）
に
差
が
生

じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
28
年
10
月
以

後
に
実
施
す
る
特
別
徴
収
か

ら
、
表
の
と
お
り
仮
特
別
徴
収

税
額
の
算
出
方
法
の
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
す
。

※
こ
の
見
直
し
は
、
仮
特
別
徴

収
税
額
（
仮
徴
収
額
）
の
算
定

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

「
気
づ
い
て
あ
げ
よ
う
　
心
の
な
み
だ
」

◉
平
成
27
年
度
人
権
標
語 

小
学
生
の
部 

最
優
秀
作
品

６
日
に「
特
設
相
談
所
」開
設

潮見博司さん
（郷之口）

谷川利明さん
（奥山田）

髙田美智子さん
（岩山）

矢野登代子さん
（南）

人権擁護委員の皆さん

　
平
成
28
年
度
（
平
成
27
年
１

月
１
日
か
ら
平
成
27
年
12
月
31

日
の
間
に
得
た
収
入
）
の
個
人

住
民
税
か
ら
適
用
さ
れ
る
主
な

改
正
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

府
民
税
均
等
割
額
の
引
き
上
げ

　
「
豊
か
な
森
を
育
て
る
府
民

税
（
年
額
６
０
０
円
）」
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
・

府
民
税
を
合
わ
せ
た
均
等
割
額

の
合
計
は
５
，
６
０
０
円
と
な

り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
改
正

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
は
、

都
道
府
県
ま
た
は
市
区
町
村
に

町
・
府
民
税
が
改
正
さ
れ
ま
す

　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
の

６
月
１
日
、
全
国
で
啓
発
活
動

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
町
で

は
特
設
相
談
所
を
６
日
（
月
）

に
開
設
し
ま
す
。

　
不
当
な
差
別
や
い
じ
め
、
暴

力
や
虐
待
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
誹
謗
中
傷
な
ど
、
自
分
の

人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
・

人
権
擁
護
委
員
が
、
あ
な
た
の

お
悩
み
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
本
町
の
特
設
相
談
所
】

日
時
　
６
月
６
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所
　
や
す
ら
ぎ
荘

※
予
約
不
要
。
秘
密
厳
守
。
無

料
。
行
政
相
談
も
同
時
開
催

【
人
権
擁
護
委
員
】

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
私
た
ち

の
ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で

す
。
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
相
談
窓
口
】

▼
京
都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局

（
☎
２
４
︲
４
１
２
２
）
▼
み

ん
な
の
人
権
１
１
０
番
（
☎
０

５
７
０
︲
０
０
３
︲
１
１
０
）

▼
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

（
☎
０
１
２
０
︲
０
０
７
︲
１

１
０
）
▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
（
☎
０
５
７
０
︲
０
７

０
︲
８
１
０
）

税
住
民
課
戸
籍
住
民
係
（
☎

８
８
︲
６
６
３
４
）

対
す
る
寄
附
を
行
っ
た
際
、
寄

附
の
金
額
に
応
じ
て
一
定
金
額

が
寄
附
を
し
た
翌
年
に
課
税
さ

れ
る
個
人
住
民
税
か
ら
控
除
さ

れ
る
制
度
で
す
。

※
所
得
税
は
寄
附
を
行
っ
た
年

に
控
除

①
特
例
控
除
限
度
額
が
２
倍
に

引
き
上
げ

　
個
人
住
民
税
の
特
例
控
除
限

度
額
が
、
住
民
税
所
得
割
の
１

割
か
ら
２
割
へ
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
負
担
額

２
千
円
で
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を
行
え
る
金
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
の
改
正
は
、
平
成

27
年
１
月
１
日
以
降
に
行
っ
た

　
町
内
金
融
機
関
窓
口
に
町
税

等
口
座
振
替
納
付
依
頼
書
を
備

え
て
い
ま
す
の
で
、
預
金
通
帳

と
ご
使
用
の
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

京
都
銀
行
、
京
都
中
央
信
用
金

庫
、
京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協
同

組
合
、
南
都
銀
行
、
京
都
信
用

金
庫
、 

り
そ
な
銀
行
、
み
ず
ほ
銀

行
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
納
付
書
で
納
め
る
場
合
、
コ

ン
ビ
ニ
で
24
時
間
お
支
払
い
が

で
き
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
取
扱
期

限
の
記
載
が
あ
る
納
付
書
は
そ

の
日
ま
で
、
記
載
が
な
い
納
付

書
は
納
期
限
ま
で
、
納
付
で
き

ま
す
。

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替

24
時
間
利
用
可
コ
ン
ビ
ニ
納
付

現　行

仮徴収 前年度の本徴収額÷3
（前年２月と同額）

本徴収 （年税額−仮徴収）÷3

改正後
仮徴収 （前年度の本徴収額÷2）÷3
本徴収 （年税額−仮徴収）÷3

方
法
の
見
直
し
を
行
う
も
の
で

あ
り
、
税
負
担
と
な
る
年
税
額

の
増
減
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

～健康は歯から～ ●まずはお電話でご予約を●

△火曜　午前9:00～12:00・午後2:00～7:00

中川歯科医院
8

歯 は

8-5
ご　予　約

489銘城台10-5

診療時間 月

午前 9：30～12：30 ○

午後 3：00～8：00 ○

火

△

△

水

○

－ ○

○

木 金

○

○ －

○

土 日／祝

－

－

衛生士・助手
▶雇用形態
正社員・アルバイト
＊初心者・新卒の方
　大歓迎

急募

児
童
手
当

現
況
届
を
提
出
く
だ
さ
い

　
「
現
況
届
」
は
、
毎
年
６
月

１
日
の
状
況
を
把
握
し
、
６
月

分
以
降
の
児
童
手
当
等
を
引
き

続
き
受
け
る
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
支
払
わ

れ
ま
せ
ん
。

　
現
在
町
よ
り
児
童
手
当
等
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は
「
現

況
届
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
手
当
の
新
規
認

定
及
び
出
生
等
額
改
定
認
定
に

該
当
さ
れ
る
方
で
ま
だ
請
求
書

を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
早
め
に
ご
提
出
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
４
月
か
ら
提
出
場
所

が
保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
健
康
児

童
課
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
　
６
月
30
日
（
木
）

健
康
児
童
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
６
）

放
課
後
児
童
健
全
育
成
施
設
の

開
設
時
間
を
７
月
か
ら
拡
充

　
土
曜
日
及
び
長
期
休
業
期
間

の
開
設
時
間
を
７
月
か
ら
次
の

と
お
り
拡
充
し
ま
す
。
　

開
設
時
間
　
午
前
７
時
30
分（
現

行
：
午
前
８
時
）
～
午
後
６
時

30
分教

育
委
員
会
教
育
部
社
会
教

育
課
（
☎
８
８
︲
５
８
５
０
）

税
住
民
課
住
民
税
係
（
☎
８
８

－

６
６
３
３
）



　◉平成28年度土木事業

各地域の町単独土木事業
　　施工箇所が決まりました

　
町
内
の
道
路
や
側
溝
等
の
改

良
を
目
的
に
、
国
や
府
の
補
助

を
受
け
ず
に
町
が
単
独
で
行
う

町
単
独
土
木
事
業
の
施
工
箇
所

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
施
工
箇
所
は
、
町
内
各

区
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
か
ら

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
道
路
施
設

（
橋
梁
、
舗
装
）
長
寿
命
化
修

繕
事
業
や
町
道
新
設
改
良
事
業

で
は
、
住
民
の
利
便
性
、
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
、
主
要
な

町
道
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

■
町
単
独
土
木
事
業

・
南
＝
１
の
34
号
線
の
舗
装
修

繕
（
東
小
野
）
ほ
か
３
か
所

・
郷
之
口
＝
２
の
28
号
線
集
水

ま
す
嵩
上
げ
ほ
か
１
か
所

・
荒
木
＝
３
の
15
号
線
横
断
側

溝
改
良
（
天
皇
）
ほ
か
２
か

所

・
岩
山
＝
４
の
17
号
線
横
断
側

溝
改
良
（
長
山
）
ほ
か
３
か

所
・
禅
定
寺
＝
禅
定
寺
通
学
路
線

溝
蓋
設
置
（
砂
川
）
ほ
か
２

か
所

・
立
川
＝
郷
之
口
湯
屋
谷
線
側

溝
改
良
（
段
橋
）
ほ
か
１
か

所
・
奥
山
田
＝
奥
山
田
朝
宮
線
側

溝
改
良
（
畑
谷
）
ほ
か
１
か

所
■
町
道
新
設
改
良
事
業

▼
岩
山
立
川
線
歩
道
整
備
・
用

地
測
量
（
岩
山
）

▼
郷
之
口
鷲
峰
山
線
路
肩
改
良

工
事
（
立
川
）

▼
木
元
線
道
路
改
良（
奥
山
田
）

▼
南
北
線
道
路
予
備
設
計
（
贄

田
・
立
川
）

■
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

▼
荒
木
橋
ほ
か
橋
梁
修
繕

■
道
路
舗
装
修
繕
事
業

▼
丸
山
湯
船
線
ほ
か
舗
装
修
繕

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
７
）

 Environment

エコ
　
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
協

働
で
環
境
保
全
計
画
を
推
進
す

る
た
め
活
動
し
て
い
る
エ
コ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
う
じ
た
わ

ら
（=

芦
原
昇
会
長
）
が
、
町

内
の
生
物
多
様
性
保
全
を
推
進

す
る
た
め
野
生
生
物
や
地
質
な

ど
の
調
査
を
行
う
活
動
に
対

し
、
公
益
財
団
法
人
平
和
堂
財

団
が
創
設
し
た
「
夏
原
グ
ラ
ン

ト
」
か
ら
助
成
金
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
、
去
る
４
月

16
日
に
行
わ
れ
た
助
成
金
贈
呈

式
に
て
、
財
団
の
夏
原
平
和
理

事
長
か
ら
阪
本
副
会
長
が
目
録

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
同
会
で
は
、
広
く
参

加
者
を
募
っ
て
調
査
を
行
い
、

今
後
の
自
然
環
境
保
全
の
た
め

の
基
礎
資
料
づ
く
り
を
進
め
る

計
画
で
す
。

エ
コ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
う

じ
た
わ
ら
に
平
和
堂
財
団
か

ら
助
成

エ
コ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
う

じ
た
わ
ら
の
総
会
開
催

日
時
　
６
月
12
日
（
日
）
午
後

２
時
か
ら

会
場
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１

　
総
会
参
加
者
に
は
記
念
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

　
総
会
後
、
特
定
非
営
利
法
人

Ｋ
Ｅ
Ｓ
環
境
機
構
専
務
理
事
・

津
村
昭
夫
氏
に
よ
る
基
調
講
演

を
予
定
。

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
９
）

日
時
　
７
月
１
日
（
金
）
午
後

1
時
～
３
時

場
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
２

内
容
　
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
ラ
ス
を

使
っ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
（
手

鏡
）
作
り

講
師
　
エ
コ
・
ポ
ー
ト
長
谷
山

エ
コ
フ
レ
ン
ズ
ス
タ
ッ
フ

材
料
費
　
５
０
０
円

対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
18

才
以
上
の
方

定
員
　
先
着
10
名

申
込
み
締
切
　
６
月
27
日
（
月
）

・

教
育
委
員
会
教
育
部
社

会
教
育
課
（
☎
８
８
︲
５
８
５

０
）

日
時
　
６
月
11
日
（
土
）
午
後

７
時
～
９
時

※
午
後
６
時
現
在
で
荒
天
の

場
合
は
中
止

場
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
２

階
ロ
ビ
ー
集
合

講
師
　
阪
本
伊
三
雄
エ
コ
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
副
会
長

持
ち
物
　
雨
具
な
ど

対
象
　
町
内
の
小
学
生
以
下
20

名備
考
　
保
護
者
の
同
伴
必
要

・

教
育
委
員
会
教
育
部
社

会
教
育
課
（
☎
８
８
︲
５
８
５

０
）

主
な
施
工
箇
所

南区内舗装修繕

昨年度（エコチェアー作り）の様子

立川区内側溝改良

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室

ホ
タ
ル
学
習
会

今月のレシピ　「新玉ねぎと豚肉のヨーグルト和え」

（１人分）   エネルギー 361kcal　蛋白質 12.2ｇ　脂質 29.5ｇ　カルシウム 39mg
カリウム 362mg　塩分 0.9ｇ

 今月の食改さん

藤田恵美子さん
 第５班（岩山）

　ヨーグルトにクミ
ンパウダーを加えて
少しスパイシーなド
レッシングです。カ
レー粉などでもまた
違った味でお楽しみ
いただけます。

作り方

1 玉ねぎは横１cm幅に切る。豚肉は３
～４cmの長さに切る。Aは混ぜ合わ
せておく。

2 フライパンにオリーブオイルを熱し、
豚肉を炒める。

　　肉の色が変わったら玉ねぎを加え２～
３分炒める。

3 Aを加えて炒め合わせ器に盛る。
　　サラダ菜を添えて黒こしょうをふる。

玉ねぎに含まれるカリウムは、余分な水分やナトリウムの排泄を助け、
むくみ改善や血圧の低下に役立つとされています。

材　料

新玉ねぎ……１個（300g）
豚バラ薄切り肉……３００ｇ　

Ａ　無糖ヨーグルト……大さじ４　
　　クミンパウダー……小さじ１
　　ニンニクのすりおろし……１片
　　しょうがのすりおろし……１かけ分
　　レモン汁……小さじ２
　　食塩……小さじ１/２

オリーブオイル……大さじ１
サラダ菜……４枚
粗挽き黒こしょう……少々

（4人分）

社協通信

一人暮らし高齢者の会『わかば会』

・ 社会福祉協議会 ☎88－3294・FAX88－4094

※会員も募集中。65歳以上の一人暮らしの方なら、どなたでも入
会できます。年間３～４回のレクリエーションがあります。みんな
で楽しく交流しましょう。

総会＆レクリエーション の お知らせ と 会員募集！

日　時 　６月21日（火）午前10時～午後３時半頃まで

場　所 　大津ロイヤルオークホテル　

内　容 　総会＆レクリエーション　　

参加費 　2,000円

申　込 　６月13日（月）までに社協へ

食改の窓　No.183

夏
原
平
和
理
事
長

（右）
と
阪
本
副
会
長

（左）

昨年度の田原川の様子

子育て支援
センター事業

6月

親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換の場「地域子育て支援センター」
お気軽にお越しください。
開設日時▶平日午前９：30～午後４：00
子育てに関する相談も受け付けています。子育て通信

・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子

 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び

　子育て支援に関心のある方

　対 象 者
 ・まいまい赤ちゃんネンネ広場

　妊婦さんから７ヶ月くらいまでの親子

 ・まいまい赤ちゃんヨチヨチ広場
　８ヶ月から１才半くらいまでの親子

 ・妊婦さん広場　妊婦さん及び今後出産を希望される方

保健センター ☎88－6636健康のお便り
Health　center

「感謝の心で　いただきます」
◉６月は食育月間　◉毎月19日は食育（イク）の日

今月の
保健・予防日程

乳児後期健康相談　　［対象］生後8 ～ 10か月
　3日㊎　午後0時50分～１時30分受付
乳幼児身体計測　 　［対象］小学校就学前まで
　3日㊎　午後２時30分～３時
一般・乳幼児健康相談　 　［対象］全年齢
　7日㊋　午前９時30分～ 11時30分
助産師の授乳育児相談　 　［対象］授乳等育児の悩みがある保護者
　16日㊍　午前10時～正午
BCG予防接種　　［対象］5 ヶ月～１歳未満
　22日㊌　午後１時15分～２時受付
　　　　　　　いずれも保健センター
　　　　　　　 ＝要予約

　私たちのからだは、食べたものでできています。健康で生き生きとした生活を送れるように、“食“につ
いて、もう一度考えてみませんか？

今月の
元気はつらつ！若返り塾

･ 在宅介護支援センター ☎88－5784

おやじエクササイズ（総合文化センター）
３日㊎、17日㊎【午前】

高尾公民館　　３日㊎【午後】
郷之口会館　　30日㊍【午後】
銘城台自治会館　　10日㊎、30㊍【午前】
荒木（やすらぎ荘）　17日㊎【午後】
南公民館　　16日㊍【午後】
岩山会館　　２日㊍、16日㊍【午前】
緑苑坂自治会館　　21日㊋【午前】
禅定寺会館　　７日㊋【午前】
立川公民館　　７日㊋【午後】
湯屋谷会館　　９日㊍【午前】
奥山田会館　　10日㊎、21㊋【午後】

＊【午前】＝午前10時～正午
　【午後】＝午後 ２ 時～４時

子育てサークルのご案内
　子育て支援センターでは、活動場所の提供や、チラシ
配布、相談や活動サポートなど、子育て中のママたちの
サークル活動を支援しています。　
　どなたでも参加できますので、ママたちとの交流を兼
ねてリフレッシュに参加してみてはいかがですか？
子育てサークルの活動内容と活動日 
【ママ’ｓアクション】
　玩具や雑貨作りを楽しみ、子育ての悩みなどを話し
合っています。また、手作りした品をチャリティバザー
に出店した収益金や玩具を被災地の子どもたちにも送っ
ています。　　　
14日（火）・２８日（火）10：00～　みんなの家
【たんぽっぽサークル】
　ママたちのリフレッシュとして、「ソフトバレー」や
「バトミントン」をしています。　　　　
13日（月）10：00～　住民体育館　参加費１回100円 
【わらべうたサークル】　
　まいまい広場の参加者と一緒にわらべうた遊びをして
います。　 　
24日（金）10：30～　みんなの家　 　 　 　 

＊宇治田原産の旬の野菜レシピを作成
　町の食生活改善推進員協議会と農家さんとで旬の野菜レシピを作成し、食育の日（19日）に発信しま
す。宇治田原町の旬の野菜を使ったおすすめレシピです。毎日の食卓にぜひ取り入れてみてください。
１日１皿野菜料理をプラスして健康な身体づくりを実践しましょう。

食事は楽しく適量をバランスよくとることが大切です。
まずは、日々の食事から健康な身体づくりを！！

（1食分めやす）　　　　

①早寝・早起き　「朝ごはん」　の習慣を
　朝食は１日の活動源です。朝食をしっかり

食べて健康な身体作りを！手軽な物から取
り入れましょう。

②毎日もりもり「緑黄色野菜」を食べる
　旬の野菜は栄養価が高く美味しいです。毎

食１～２皿野菜料理を食べましょう。
③うす味をこころがける
　塩分の取りすぎは高血圧を招きます。1日の

食塩相当量は成人男性８ｇ未満・女性７ｇ
未満です。

④町内産の食材を知って食べよう
　お茶・きゅうり・水菜・椎茸など地元産の

旬の食材を食べましょう。
⑤バランスのよい食事
　主食・副菜・主菜を組み合わせることで、

栄養面や見た目にバランスの良い食事にな
ります。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

事業名

　

まいまい
ネンネ広場
10:00～11:30
子育て支援センター

離乳食の話

まいまい
おでかけ広場
10:00～正午
緑苑坂自治会館

シャボン玉遊び

園庭開放

10:00～11:30

町立保育所

雨天中止

時間
場所

内容

5 6 7 8 9 10 11

いきいき
孫育て講座
10:00～11:30
子育て支援センター

おんぶと抱っこ
について講演

まいまい
ヨチヨチ広場
10:00～11:30
子育て支援センター

ふれあい遊び

まいまい
食育広場
10:00～正午
保健センター

おじいちゃんと一緒に
じゃがいもパーティ

パパの子育て
応援事業

10:00～11:30
子育て支援センター

妊婦体験
沐浴指導

12 13 14 15 16 17 18

まいまい
あそびの広場
10:00～11:30
保育所ホール

ふれあい遊び
防犯について講演

まいまい
工作広場
10:00～正午
子育て支援センター

紙で作ろう

妊婦さん広場

10:00～11:30

子育て支援センター

交流会

19 20 21 22 23 24 25

子育て講座

10:00～11:30

保育所ホール

健康体操

まいまい
おでかけ広場
10:00～正午
立川公民館

ふれあい遊び

まいまい
おでかけ広場
10:00～正午
みんなの家

わらべうた

おいでよ！
あそびの広場
10:00～11:30
総合文化センター

民性児童委員主催

26 27 28 29 30

ファミリー・サ
ポート交流会
10:00～正午
子育て支援センター

講演会
「みんなで子育て」

まいまい
おでかけ広場
10:00～正午
荒木公民館

七夕飾り作り
祖父母との交流

子育てサービス利用支援窓口
平日8：30～17：15

※7（火）、16日（木）、22（水）、
29（水）は、休みです。

地域子育て支
援センター

☎８８－６６２
２・FAX８８

－３１０４

お知らせ

主　食 ＋ 副　菜 ＋ 主　菜

場所

臨床心理士による
子育て相談（要予約）

13日（月）午後1：00～3：00
子育て支援センター　

「みんなの家」開放日
毎週火・金曜日

午前10：00～午後3：00
子どもとあそんだりおしゃべりに

利用しましょう！

子育て中の
親子も参加可

肩こり、腰痛は
ありませんか。子
どもを預けてリフ
レッシュしましょ
う。保育ルーム申
込はお早めに。

どなたでも参加できます。
保育ルームを設けますので、
利用される方は申し込みく
ださい。



暮らしの
情報

I N FO RMAT I ON

＝問合せ先　 ＝申込先

日　月　火　水　木　金　土

　 　 　 　 　 　 １ 　 ２ 　 ３ 　 ４

５ 　 ６ 　 ７ 　 ８ 　 ９ 　10　 11

12　 13　 14　 15　16　 17　 18

19　 20　 21　 22　 23　 24　 25

26　 27　 28　 29　 30

６月

募

　集

講

　座

相

　談

お
知
ら
せ

過
去
を
知
り
未
来
を
考
え
る

広
島
平
和
体
験
学
習

日
時
　
７
月
21
日
（
木
）
～
22

日
（
金
）

行
先
　
原
爆
ド
ー
ム
、
平
和
記

念
資
料
館
、
厳
島
神
社
ほ
か

対
象
　
町
内
在
住
の
小
学
５
・

６
年
生
、
中
学
生

※
参
加
者
全
員
が
８
月
６
日

（
土
）
の
「
平
和
の
つ
ど
い
」

で
学
習
成
果
を
発
表

定
員
　
15
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費
　
２
，
５
０
０
円

申
込
み
　
ハ
ガ
キ
に「
広
島
平
和

体
験
」
と
明
記
し
、
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
学
校
・

学
年
（
年
齢
）・
保
護
者
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送

申
込
締
切
　
６
月
24
日
（
金
）

参
加
決
定
　
締
切
後
、
ハ
ガ
キ

で
通
知
。
参
加
者
と
保
護
者
対

象
の
説
明
会
あ
り

・

非
核
平
和
都
市
推
進
協

議
会
事
務
局
（
総
務
課
内
〒
６

１
０
︲
０
２
８
９
荒
木
西
出

10
・
☎
８
８
︲
６
６
３
１
）

書
道
の
部

・
課
題
＝
▼
小
学
生
「
平
和
」

▼
中
学
生
「
世
界
平
和
」
▼
一

般
「
平
和
へ
の
想
い
」

・
規
格
＝
▼
小
学
生
：
市
販
の

半
紙
▼
中
学
生
・
一
般
：
市
販

の
短
冊
か
画
仙
紙

絵
画
・
標
語
の
部

・
課
題
＝
非
核
・
平
和
に
関
す

る
も
の

・
規
格
＝
特
に
制
限
な
し

対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

応
募
点
数
　
書
道
は
１
人
１
点
、

そ
の
他
は
制
限
な
し

申
込
締
切
　
７
月
１
日
（
金
）

申
込
み
　
作
品
の
裏
面
に
鉛
筆

で
、住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
（
学
年
）・
性
別
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
持
参
か
郵
送

展
示
　
８
月
１
日
～
15
日
の
平

和
推
進
旬
間
に
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
の
ロ
ビ
ー
で
展
示

備
考
　
応
募
者
全
員
に
参
加
賞

進
呈
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま

書
道
・
絵
画
・
標
語

平
和
作
品
募
集

せ
ん
。

・

非
核
平
和
都
市
推
進
協

議
会
事
務
局
（
総
務
課
内
☎
８

８
︲
６
６
３
１
）

日
時
　
10
月
13
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
開
式

※�

午
前
９
時
30
分
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
出
発
～
午
後
５
時
帰

着
（
予
定
）

場
所
　
国
立
京
都
国
際
会
館

対
象
者
　
戦
没
者
の
配
偶
者
・

子
・
父
母
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
・

そ
の
他
の
三
親
等
内
親
族

申
込
締
切
　
７
月
１
日
（
金
）

・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
）

京
都
府
戦
没
者
追
悼
式
参
列

者
募
集

採
用
人
数
　
15
人

採
用
条
件
　
４
月
１
日
現
在
で

18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
（
高

校
生
不
可
）。
通
勤
が
概
ね
１

時
間
以
内
で
日
曜
日
・
祝
日
・

お
盆
に
も
勤
務
可
能
な
方

※
採
用
者
は
事
前
に
普
通
救
命

　
講
習
を
受
講

採
用
期
間
　
７
月
１
日
（
金
）

～
８
月
31
日
（
水
）。
毎
週
火

曜
日
は
休
み
。
勤
務
日
相
談

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

賃
金
　
町
臨
時
職
員
取
扱
規
程

に
基
づ
き
支
給

申
込
み
　
申
込
書
（
顔
写
真
貼

付
）
を
提
出

申
込
期
限
　
６
月
20
日
（
月
）

・

住
民
体
育
館
（
☎
８
８

︲
４
５
６
７
）

住
民
プ
ー
ル
臨
時
職
員
募
集

募
集
戸
数
　
一
戸
（
２
名
以
上

申
込
み
の
場
合
は
抽
選
）

団
地
所
在
　
南
岡
之
薮
１
４
８

第
13
号

間
取
り
　
３
Ｄ
Ｋ（
62
．
29
㎡
）、

駐
車
場
有
（
１
台
）

家
賃
　
宇
治
田
原
町
営
住
宅
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
、
同
施
行
規
則
の
規
定
に
よ

る
。（
世
帯
の
所
得
で
異
な
る
）

申
込
受
付
期
間
　
６
月
１
日

（
水
）
～
13
日
（
月
）（
土
日

祝
は
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
正
午
～
午
後

１
時
を
除
く
）
　
　

申
込
方
法
　
「
町
営
住
宅
入
居

町
営
住
宅
（
岡
之
薮
団
地
）

入
居
者
募
集

申
込
書
」
に
必
要
書
類
を
添
え

て
建
設
環
境
課
へ
持
参

※�

募
集
案
内
・
申
込
書
は
建
設

環
境
課
に
備
え
付
け
。
町
Ｈ

Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

入
居
可
能
日
　
平
成
28
年
７
月

１
日
（
金
）
入
居
可
能
日
か
ら

10
日
以
内
に
入
居
で
き
る
こ
と
。

申
込
資
格

①
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
入
居

収
入
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

②
現
在
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

③
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と

④
町
内
に
居
住
あ
る
い
は
職
場

を
有
す
る
こ
と

※�

添
付
書
類
な
ど
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
７
）

テ
ー
マ
　
『
人
と
ペ
ッ
ト
と
の

ふ
れ
あ
い
』
人
と
ペ
ッ
ト
（
哺

乳
類
、
鳥
類
及
び
爬
虫
類
の

ペ
ッ
ト
に
限
る
）
と
の
愛
情
あ

ふ
れ
た
作
品

作
品
の
規
格
　
四
ツ
切
ま
た
は

動
物
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

Ａ
４
サ
イ
ズ
。
カ
ラ
ー
・
白
黒

ど
ち
ら
で
も
可
（
パ
ソ
コ
ン
プ

リ
ン
ト
も
可
。
合
成
・
加
工
し

た
も
の
は
不
可
）

応
募
資
格
　
府
内
に
在
住
、
通

勤
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
方

応
募
点
数
　
１
人
４
点
以
内

募
集
期
間
　
６
月
１
日
（
水
）

～
８
月
１
日
（
月
）

・

京
都
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
（
☎
０
７
５
︲
６
７
１
︲
０

３
３
６
）・
府
健
康
福
祉
部
生
活

衛
生
課
（
☎
０
７
５
︲
４
１
４

︲
４
７
６
３
）・
府
山
城
北
保
健

所
（
☎
２
１
︲
２
９
１
２
）

　
「
健
康
に
歳
を
重
ね
た
い
」、

「
介
護
状
態
や
病
気
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
た
い
」
は
、
誰
も

が
願
う
こ
と
で
す
。
町
の
管
理

栄
養
士
と
一
緒
に
、
あ
な
た
の

食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
食
生
活
改
善
推
進
員
も
調

理
の
仕
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
介
護
予
防
は
食
事
か
ら
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
減
塩
方
法
、

家
庭
で
実
践
で
き
る
調
理
法
を

伝
授
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て

健け
ん

幸こ
う

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
　
住
民
で
、
認
知
症
や

高
齢
者
の
食
事
に
興
味
の
あ
る

方
。
高
齢
者
に
食
事
を
作
っ
て

い
る
家
族
の
方

定
員
　
先
着
15
名
（
３
回
す
べ

て
に
参
加
で
き
る
方
を
優
先
）

日
時
　
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
実
施

①
７
月
６
日
（
水
）
②
９
月
７

日
（
水
）
③
11
月
１
日
（
火
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時

食
の
介
護
予
防
講
座

「
健け

ん

幸こ
う

キ
ッ
チ
ン
」参
加
者
募
集

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室

内
容
　
①
食
事
栄
養
バ
ラ
ン
ス

か
ら
認
知
症
予
防

②
今
日
の
食
事
に
も
う
一
品
野

菜
不
足
を
補
お
う

③
あ
な
た
の
お
家
は
こ
い
く

ち
？
う
す
く
ち
？
減
塩
生
活
の

す
す
め

町
の
管
理
栄
養
士
か
ら
の
お
話

と
調
理
実
習
を
し
ま
す
。

参
加
費
　
１
講
座
２
０
０
円

（
当
日
徴
収
）
　

申
込
期
限
　
６
月
29
日
（
水
）

・

介
護
医
療
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
８
︲
３

７
１
９
）

日
時
　
６
月
１
・
８
・
15
・

22
・
29
日
（
水
）
午
後
２
時
～

４
時
（
要
予
約
）

場
所
　
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容
　
補
装
具
、
リ
ハ
ビ
リ
、

施
設
利
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
８
︲
３
２

３
１
）

身
体
障
が
い
者
相
談

︿
整
形
外
科
﹀

　
日
常
生
活
で
聞
こ
え
に
不
便

を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

が
専
門
医
に
よ
る
医
療
・
補
装

具
等
に
関
す
る
巡
回
相
談
を
行

い
ま
す
。

日
時
　
６
月
13
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

身
体
障
が
い
者
（
耳
鼻
咽
喉

科
）
巡
回
相
談
の
ご
案
内

ま
ち
の
名
人
が
指
導
！
　
火

鉢
で
か
き
も
ち
＆
煎
茶
作
り

修
室
１

申
込
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
相
談
内
容
を
福
祉

課
に
連
絡

申
込
期
限
　
６
月
８
日
（
水
）

定
員
に
な
り
次
第
締
切

※�

当
日
は
宇
治
市
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
に
よ

る
生
活
相
談
あ
り
（
事
前
申

込
み
不
要
）

・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
８
︲
３
２

３
１
）

　
労
働
保
険
料
の
申
告
納
付
期

間
は
６
月
１
日
か
ら
７
月
11
日

（
土
日
祝
は
除
く
）
で
す
。

　
申
告
・
納
付
に
は
、
便
利
な

電
子
申
請
や
口
座
振
替
に
よ
る

納
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

京
都
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
課
（
☎
０
７
５
︲
２
４

１
︲
３
２
１
３
）

事
業
主
の
み
な
さ
ま

平
成
28
年
度
労
働
保
険
年
度

更
新
の
ご
案
内

　
添
加
物
な
し
の
素
朴
な
ふ
る

さ
と
の
味
「
か
き
も
ち
」
と
釜

入
り
風
「
煎
茶
」
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

日
時
　
７
月
10
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

申
込
締
切
　
６
月
30
日
（
木
）

・

教
育
委
員
会
教
育
部
社

会
教
育
課
（
☎
８
８
︲
５
８
５

０
）

ス
ポ
ー
ツ

　
賃
金
の
引
き
上
げ
の
恩
恵
が

受
け
に
く
い
低
所
得
の
高
齢
者

を
支
援
す
る
た
め
に
「
高
齢
者

向
け
給
付
金
」を
支
給
し
ま
す
。

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
税

住
民
課
か
ら
申
請
書
等
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
平
成
27
年
１
月
１
日

時
点
で
本
町
に
住
民
票
が
あ

り
、平
成
27
年
度
の
住
民
税（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

方
で
、
平
成
28
年
度
中
に
65
歳

以
上
に
な
る
方
。
た
だ
し
、
課

税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
、

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
方

は
除
き
ま
す
。

給
付
額
　
１
人
に
つ
き
、
３
万

円
（
１
回
限
り
）

申
請
期
間
　
平
成
28
年
８
月
８

日
（
月
）
ま
で

・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
）

年金生活者等支援
臨時福祉金（高齢
者向け）給付

　
こ
の
調
査
は
、
全
国
す
べ
て

の
事
業
所
、
企
業
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
国
や
都
道
府

県
、
市
区
町
村
な
ど
が
こ
れ
か

ら
の
行
政
を
考
え
る
重
要
な
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
票
は
、
５
月
下
旬
か
ら

調
査
員
が
お
伺
い
し
て
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
、
記
入
し
て
調

査
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
も

で
き
ま
す
。）
　

　
調
査
票
の
記
入
内
容
に
つ
い

て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

企
画
財
政
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
２
）

平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐

活
動
調
査
に
ご
協
力
を

　
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や

資
源
発
掘
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
、お
も
て
な
し
力
向
上
、

定
住
促
進
な
ど
、
観
光
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
事
業
に
係
る
経

費
を
補
助
し
ま
す
。

　
「
町
内
外
の
親
子
が
集
う
新

た
な
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
た
い
」、

「
ツ
ア
ー
の
お
も
て
な
し
に
必

要
な
資
材
を
準
備
し
た
い
」、

「
ガ
イ
ド
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
み
ん

な
で
学
び
た
い
」
等
『
お
も
て

な
し
』
や
『
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
』

を
考
え
て
い
る
団
体
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

・

産
業
観
光
課
（
☎
８
８

︲
６
６
３
８
）

「
お
も
て
な
し
推
進
補
助
金
」

で
町
内
団
体
の
活
動
を
応
援

愛
犬
に
鑑
札
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
町
内
で
飼
わ
れ
て
い
る
犬
に

は
登
録
時
に
個
別
の
番
号
が
ふ

ら
れ
た
鑑
札
が
発
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
万
が
一
、
愛
犬
が
行
方

不
明
に
な
っ
た
と
き
、
首
輪
に

鑑
札
が
つ
い
て
い
れ
ば
す
ぐ
に

飼
い
主
が
わ
か
り
ま
す
。

　
鑑
札
が
な
い
場
合
は
、
再
発

行
で
き
ま
す
。（
手
数
料
必
要
）

　
大
切
な
愛
犬
を
守
る
た
め
、

鑑
札
な
ど
飼
い
主
の
情
報
が
わ

か
る
も
の
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
９
）

　
職
場
や
学
校
、
地
域
で
男
性

と
女
性
が
そ
れ
ぞ
れ
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
政
府
や
地
方

公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
取
組
が
必
要

で
す
。
こ
の
週
間
を
機
会
に
男

女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

企
画
財
政
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
２
）

「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。
男
女
で

サ
ン
カ
ク
。
社
会
を
ヘ
ン
カ

ク
。」
男
女
共
同
参
画
週
間
６

月
23
日（
木
）～
29
日（
水
）

【
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
（
水
道
工
事
）】

�

　
三
菱
電
機
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社（
京
都
市
伏
見
区
・

☎
０
７
５
︲
６
２
２
︲
１
１
８

１
）

【
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店

（
下
水
道
工
事
）】

　
株
式
会
社
玄
工
業（
宇
治
市
・

☎
２
３
︲
８
３
１
７
）

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

給
水
装
置
工
事
業
者
と
排
水
設

備
指
定
工
事
店
の
追
加
指
定

　
公
共
下
水
道
や
町
設
置
浄
化

槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
使

用
人
数
に
変
更
が
あ
れ
ば
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　
水
道
水
以
外
の
井
戸
水
な
ど

を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
料
金

が
使
用
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

下
水
道
・
町
設
置
浄
化
槽
使
用

者
数
に
変
更
が
あ
れ
ば
届
出
を

日
時
　
６
月
４
日
（
土
）
午
前

９
時
～

場
所
　
住
民
体
育
館

対
象
　
小
学
４
～
６
年
生

種
目
　
①
グ
ル
ー
プ
・
バ
ン

ブ
ー
・
ダ
ン
ス
②
ロ
ー
プ
・
ジ
ャ

ン
ピ
ン
グ
“
８
”
③
ド
ッ
ヂ

ビ
ー
。
３
種
目
に
８
人
１
チ
ー

ム
で
挑
戦

申
込
み
　
町
内
各
小
学
校
を
通

じ
て住

民
体
育
館
（
☎
８
８
︲
４

５
６
７
）

ト
ラ
イ
ア
ル
キ
ッ
ズ
２
０
１
６

日
時
　
６
月
25
日
（
土
）
午
前

９
時
～

場
所
　
住
民
体
育
館

対
象
　
小
学
生
以
上
の
町
内
在

住
・
在
勤
者
（
３
人
１
組
）

定
員
　
先
着
20
チ
ー
ム

申
込
み
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
期
限
　
６
月
17
日
（
金
）

持
ち
物
　
屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ

・

住
民
体
育
館
（
☎
８
８

︲
４
５
６
７
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
８
︲

４
２
２
２
）

第
７
回
教
育
長
杯
争
奪
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

「
ス
ポ
ー
ツ
で
も
っ
と
元

気
！
宇
治
田
原
」
体
育
協
会

日
時
　
７
月
２
日
（
土
）
午
前

９
時
～
正
午
（
要
予
約
）

場
所
　
住
民
体
育
館
会
議
室

定
員
　
20
名

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）の
使
い
方
、ス
ポ
ー

ツ
事
故
等
を
未
然
に
防
ぐ
方
法

等
の
学
習

・

体
育
協
会
事
務
局
（
住

民
体
育
館
内
（
☎
８
８
︲
４
５

６
７
）

普
通
救
命
講
習
会

図 書 館

●バースデーおはなし会

　日時　6月5日（日）
　　　　午前11時～正午

　場所　総合文化センター
　　　　研修室1（3階）

　内容　●大型絵本
　　　　●朗読劇
　　　　●人形劇　ほか

●蔵書点検による臨時休館
　6月20日（月）〜28日（火）

●町制施行60周年記念事業
　図書館20周年記念事業

長谷川義史絵本ライブ
日時　　６月18日（土）　午後１時30分～３時
　　　　※受付・開場は午後1時から
会場　　総合文化センターさざんかホール

※入場は無料です。どなたでも参加できます。
ライブ終了後、絵本購入者対象のサイン会があります。

長谷川義史（はせがわ　よしふみ）
1961年生まれ。2001年に『おじいちゃんのおじいちゃん
のおじいちゃんのおじいちゃん』（BL出版）で絵本作家
として活動を開始。
多くの絵本作品を作りつつ、絵本ライブやTVリポーター
として活躍中。

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、

田
畑
・
山
に
「
マ
ム
シ
」

が
出
や
す
い
時
期
で
す
。

散
歩
や
農
作
業
の
際
に

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

マムシに注意

音楽に親しむつどい
ロビーコンサート

会　場　総合文化センター

　　　　２階ロビー

日　時　６月25日（土）

　　　　午後２時～３時

出　演　女声合唱団

　　　　コール・エミュ

ゲスト　アンサンブル「悠」

　問　　総合文化センター

　　　　（☎88−5851）

　
当
協
会
で
は
、体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
を
普
及
振
興
し
、
住
民
の
体

力
と
健
康
の
増
進
を
図
る
ほ

か
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
町
内

外
の
交
流
も
図
っ
て
い
ま
す
。

５
月
22
日
（
日
）
の
総
会
で
は

事
業
計
画
等
を
決
定
。
同
日
、

総
合
開
会
式
を
開
催
し
、
今
年

度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
各
事
業
に
積
極
的
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

主
催
事
業
　
▼
７
月
２
日
（
土
）

普
通
救
命
講
習
会
▼
10
月
２
日

（
日
）
町
民
体
育
大
会
▼
12
月

４
日
（
日
）
お
茶
の
里
う
じ
た

わ
ら
マ
ラ
ソ
ン
▼
ほ
か
ス
ポ
ー

ツ
講
演
会
な
ど

役
員
　
▼
会
長
＝
今
西
峰
和
▼

副
会
長
＝
武
村
芳
明
・
木
村
清

司
▼
理
事
長
＝
中
嶋
武
久
▼
副

理
事
長
＝
芦
原
昌
重
・
北
山
信

雄
・
西
岡
英
樹
▼
事
務
局
長
＝

平
井
広
一
▼
事
務
局
次
長
＝
今

西
利
行
▼
会
計
＝
森
本
康
寛

体
育
協
会
事
務
局
（
住
民
体

育
館
内（
☎
８
８
︲
４
５
６
７
）



くとうてん

　５月は、町内がお茶摘み・お茶
刈りで盛り上がっていました。
　私も実家では、少量ながらもお
茶を作っています。今年も５月中
旬ごろにお茶を刈って、うちの工
場でお茶を作りました。大変私ご
とですが、私の誕生日が５月でし
て、小さい頃は、お茶が忙しくて
誕生日プレゼントを選びに行くの
が後回しにされてあまり好きでは
なかったこの季節ですが、成長し
大人になり、さらには取材でお茶
に関係されている方にお会いし
て、いきいきされたお顔を見ると
私もお茶に関わっていることがう
れしくなり、今では、大好きな時
期となりました。（Ｈ）

わが家のアイドル。

水谷木
こ

春
はる

ちゃん （4か月） 黒川　輝
ひかる

ちゃん （2歳3か月） 　松本　洸
ほのか

ちゃん （7か月）

　　　　涼
すず

ちゃん （7か月）

藤谷颯
は

月
づき

ちゃん （1歳4か月） 石原羽
は

千
ち ね

音ちゃん （8か月）
おかげ様で、無事産まれまし
た。

元気いっぱい♪　ねえねと仲
良く遊んでね。

２人仲良く成長してね。

お外でたくさん遊んでたくさ
ん食べて、元気いっぱい！！

元気にすくすく大きくなぁ
れ。

まちかどほっとナウ
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お
茶
の
ふ
る
さ
と
塾

（=

谷
口
郁
男
塾
長
）

の
茶
摘
み
体
験
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
大
盛

況
の
交
流
会
。
今
年
は
、
北
は

北
海
道
か
ら
西
は
鳥
取
県
ま
で

約
１
０
０
人
も
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
茶
摘

み
体
験
の
後
、
文
化
セ
ン
タ
ー

に
移
動
し
、
お
茶
の
お
い
し
い

淹
れ
方
や
茶
香
服
な
ど
を
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。
お
茶
を
使
っ
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
披
露
な
ど

宇
治
田
原
小
学
校
（=

久
保
世
紀
校
長
）
３
年

生
が
社
会
見
学
と
し
て

立
川
大
導
寺
の
立
川
協
同
製
茶

組
合
を
訪
れ
ま
し
た
。
製
茶
場

で
は
、
昨
年
度
、
全
国
茶
品
評

会
で
玉
露
と
か
ぶ
せ
茶
の
両
部

門
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
下
岡
清
富
さ
ん
が
、
子
ど

も
た
ち
に
茶
葉
か
ら
お
茶
に
な

る
ま
で
の
行
程
を
て
い
ね
い
に

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
興
味
深
く
目
を
輝
か
せ
て

う
な
づ
い
て
い
ま
し
た
。

同
志
社
大
学
の
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
今
出

川
」
が
出
品
茶
の
手
摘
み
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

当
サ
ー
ク
ル
は
、
去
る
３
月
に

本
町
と
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
連

携
協
力
宣
言
を
し
た
団
体
。
出

品
茶
は
、
手
摘
み
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
摘
み
手
さ
ん
の
確
保
に

苦
労
さ
れ
て
い
る
茶
農
家
も
多

い
中
、
当
サ
ー
ク
ル
は
マ
ン
パ

ワ
ー
を
活
か
し
、
数
人
の
学
生

が
宇
治
田
原
の
お
茶
を
さ
ら
に

有
名
に
す
る
た
め
、
茶
摘
み
の

手
伝
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

う
ぐ
い
す
宇
治
田
原
幼

稚
園（=

堀
陽
子
園
長
）

に
京
都
タ
ワ
ー
か
ら

「
た
わ
わ
ち
ゃ
ん
」
と
本
町
の

「
茶
ッ
ピ
ー
」
が
訪
れ
、
園
児

た
ち
と
一
緒
に
お
茶
摘
み
を
し

ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
茶
摘

み
衣
装
に
着
替
え
、
カ
ゴ
い
っ

ぱ
い
に
お
茶
を
摘
ん
で
い
ま
し

た
。

　
國
本
皐
生
く
ん
（
６
歳
）
は

「
茶
ッ
ピ
ー
と
た
わ
わ
ち
ゃ
ん

と
お
茶
摘
み
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
緑
茶
の
製
法
を
発

明
し
た
永
谷
宗
円
翁

（
１
６
８
１
〜
１
７
７

８
）
の
功
績
を
称
え
、
５
月
17

日
の
「
お
茶
漬
け
の
日
」
に
町

内
小
学
校
５
・
６
年
生
（
計
１

６
６
人
）
を
対
象
に
「
お
茶
漬

け
給
食
」
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
町
内
商
工
業

者
ら
で
つ
く
る
「
宇
治
田
原
を

食
べ
つ
く
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
メ
ン
バ
ー
と
茶
業
関
係
者
が

急
須
で
町
内
産
新
茶
を
つ
い
で

回
り
ま
し
た
。
宇
治
田
原
小
学

校
６
年
生
鈴
木
羅
央
さ
ん
（
11

歳
）
は
「
お
茶
漬
け
給
食
は
美

味
し
か
っ
た
。
こ
れ
が
永
谷
宗

円
さ
ん
が
つ
く
っ
た
お
茶
な
ん

や
な
と
思
っ
て
食
べ
ま
し
た
。」

と
話
し
ま
し
た
。

　
宗
円
翁
の
子
孫
を
創
業
者
に

持
つ
食
品

メ
ー
カ
ー
の

㈱
永
谷
園
Ｈ

Ｄ
（
東
京
都

港
区
）
か
ら

は
、「
お
茶

漬
け
の
日
を

き
っ
か
け
に

宗
円
翁
の
偉

業
を
ひ
と
り

で
も
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
宇
治

田
原
町
の
ま
す
ま
す
の
隆
盛
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。」
と
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

5／８㈰

5／16㈪

5月

5／17㈫

5／17㈫

グリーンライフカレッジ＆ことぶき大学開講式

日　時　６月11日（土）
　　　　午後１時30分～（午後１時開場）

会　場　総合文化センター さざんかホール

■開　講　式
■生涯学習講演会
　演題：「健康ばっちり、笑涯現役」　
　講師：落語家  桂　文 喬 さん
　　　　　　　　（上方落語協会理事）

　※ 創作落語「研修医山田一郎」もあります。

■経歴
大学卒業後、桂文枝に入門。
ABC 朝日放送落語新人コンクールで見事優秀賞を受賞。
2003 年より上方落語協会番組編成委員。
入門10 年目を向かえたのを機に毎年独演会を開く。
いまや、多くのファンでいつも満員。
吉本興業のたくさんのタレントの中でも博学者と知られる。
毎日放送、福井放送、北日本放送を長年にわたり担当。
京都国際会議場にて環境問題を語る。

教育委員会教育部社会教育課（℡８８－５８５０）

総合文化センターでは、
「宇治田原ぬり絵水族館」
や「初夏の絵手紙作品展」
などもしています。

どなたでも
入場できます

【町の位置】北緯34度51分東経135度51分海抜118メートル（役場）【町の面積】58.16平方キロメートル

　　　　　▶元気のヒケツ（80歳以上）　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便かＥメール。ご希望があれば、広
報担当者が写真撮影に伺います。▶わが家のアイドル（乳幼児）　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25字以内）」をお送りください。
■ 投稿先　総務課広報 ☎88－6631　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.kyoto.jp

投稿募集中

幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
で
も
て
な
さ

れ
ま
し
た
。
八
幡
市
か
ら
参
加

し
た
黒
岡
泰
章
さ
ん
（
36
歳
）

は「
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。

お
茶
の
お
い
し
い
淹
れ
方
講
座

は
、
す
ご
く
勉
強
に
な
っ
た
。

講
座
を
受
け
る
前
は
、
お
茶
に

熱
湯
を
注
ぐ
だ
け
だ
と
思
っ
て

い
た
が
、
少
し
冷
ま
し
た
お
湯

で
お
茶
を
淹
れ
る
と
甘
味
が
出

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
後
実

践
し
て
い
き
た
い
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。


